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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（地域
ちいき

移行
いこう

）議事
ぎ じ

要旨
ようし

（５ 月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

： 平 成
へいせい

２３ 年
ねん

５ 月
がつ

３１ 日
にち

（火
ひ
）１３：３０～１７：００ 

 

２．場所
ばしょ

： 厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２ 階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３． 出 席 者
しゅっせきしゃ

 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

、三田
み た

副 座 長
ふくざちょう

、伊澤
いざわ

委員
いいん

、岡部
おかべ

委員
いいん

、小田島
おだじま

委員
いいん

、河
かわ

﨑
さき

委員
いいん

、 

清水
しみず

委員
いいん

、 中 原
なかはら

委員
いいん

、山
やま

本
もと

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

 

・本 日
ほんじつ

の議論
ぎろん

を踏
ふ
まえて部会

ぶかい
へ 報 告 書

ほうこくしょ
を 提

てい
出

しゅつ
するので、チーム

ち ー む
として議論

ぎろん
を

まとめていき、６ 月 初
がつはじ

めに 私
わたし

から 皆 様
みなさま

へ 報 告 書
ほうこくしょ

案
あん

をメール
め ー る

したい。 複 数
ふくすう

の意見
いけん

があるものについては、 両 論
りょうろん

併記
へいき

するように整理
せいり

し、 総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

の

骨子
こっし

案
あん

を 作
つく

る際
さい

に整理
せいり

していくこととしたい。 

 

（ 前 回
ぜんかい

の議論
ぎろん

から） 

・（ 前 回
ぜんかい

の議事
ぎ じ

要旨
ようし

の 確 認
かくにん

、「たたき 台
だい

」についての意見
いけん

を求
もと

める。）時限
じげん

立 法
りっぽう

や 特 別
とくべつ

措置法
そちほう

、重 点
じゅうてん

プラン
ぷ ら ん

の作 成
さくせい

等
とう

については議論
ぎろん

が足
た
りていないが、委員

いいん

から 法 案
ほうあん

の追加
ついか

資 料
しりょう

が 提
てい

出
しゅつ

されている。 

・特 別
とくべつ

措置法
そちほう

でやるべきなのか、総 合
そうごう

福祉 法
ふくしほう

でやるべきなのかも議論
ぎろん

が 必 要
ひつよう

。 

・地域
ちいき

移行
いこう

を 大 幅
おおはば

に 推 進
すいしん

するため、特 別
とくべつ

立 法
りっぽう

とすべきではないかとの意見
いけん

は

これまでの議論
ぎろん

に出
で
てきた。 

・ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

や 強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

については、これまで 大
おお

きな議論
ぎろん

となってき

たが、たたき 台
だい

の 論 点
ろんてん

から抜
ぬ
けている。まずはたたき 台

だい
の 論 点

ろんてん
整理
せいり

を 先
さき

にす

るべきではないか。 

 

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の地域
ちいき

における支援
しえん

基盤
きばん

の整備
せいび

について） 

・ 地域
ちいき

で暮
く
らすということは、場所

ばしょ
をただ移動

いどう
するだけではなく 自

みずか
らが 選 択

せんたく
して

総 合
そうごう

福 祉
ふくし

部 会
ぶかい

 第
だい

15 回
かい

 

H23.6.23 資 料
しりょう

１０ 
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暮
くれ

らすことである、ということなどについては、ある程度
ていど

議論
ぎろん

されてきた。 

・ 地域
ちいき

における支援
しえん

基盤
きばん

が不足
ふそく

しているため、施設
しせつ

を出
で
た 人

ひと
の 多

おお
くが、 再

ふたた
び

施設
しせつ

に 戻
もどり

っている。また、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

待機 者
たいきしゃ

の 中
なか

には、地域
ちいき

に支援
しえん

基盤
きばん

があれば

入 所
にゅうしょ

しなくても地域
ちいき

で暮
く
らしていける 人

ひと
もいる。グループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
が足

た
りていない

のでは。 

・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

をもっと 作
つく

り、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の職 員
しょくいん

も地域
ちいき

に移行
いこう

させるべき。 

・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

というよりは、まかない付
つ
き、世話人付

せわにんつ
きの 居 住 権

きょじゅうけん
のある 住 宅

じゅうたく

が 必
ひつ

要
よう

。 

・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

だけが地域
ちいき

移行
いこう

の 手 段
しゅだん

ではないとはっきり記載
きさい

するべき。 

・ 地域
ちいき

移行
いこう

の受
う
け 皿

ざら
を確保

かくほ
するべきであるという 柱

はしら
は、外

はず
せない。受

う
け皿

ざら
の大

おお

きなものとしてグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は 必 要
ひつよう

 

・ 現 行 法 上
げんこうほうじょう

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

は 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にとって利用
りよう

しづらいことは

明 確
めいかく

。 

・ 病 院
びょういん

から地域
ちいき

へ移行
いこう

する過渡期的
かときてき

施設
しせつ

として、 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

を付
つ
けた 精 神

せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

施設
しせつ

が 必 要
ひつよう

、との 提 案
ていあん

は過去
か こ

にしている。 

・ 現 行
げんこう

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

では、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

に位置
い ち

づけられることで、２ 年
ねん

経
た

ったら出
で
る、ここに住

す
むなら 日 中

にっちゅう
は作 業 所

さぎょうじょ
、デイケア

で い け あ
へ行

い
きなさいと言

い
われる。

「住
す
む権利

けんり
を持

も
った 家

いえ
」にして欲

ほ
しい。（ 現 在

げんざい
の一部

いちぶ
のグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
は）特 定

とくてい

の 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

を義
ぎ
務
む
づけられることにつながっている。 

・ 質
しつ

のいい住
す
まいとしてのグループホーム

ぐ る ー ぷ ほ ー む
はもっともっと 作

つく
り、当事 者

とうじしゃ
が 選

えら
べ

るようにすることが 重 要
じゅうよう

である。 

・ 住
す
まいが用意

ようい
されなければ、地域

ちいき
移行
いこう

も進
すす

まないし、在 宅
ざいたく

の 人
ひと

たちが施設
しせつ

や

病 院
びょういん

に行
い
くことになってしまう。その 循 環

じゅんかん
を断

た
ち切

き
らないといけない。 

・ 自由
じゆう

のない、押
お
し付

つ
けられる住

す
まいのサービス

さ ー び す
には 反 対

はんたい
。 

 

 

（ 障 害
しょうがい

の重
おも

い 人
ひと

の地域
ちいき

移行
いこう

について） 

・ 大
おお

きな 論 点
ろんてん

として、「 障 害
しょうがい

の 重
おも

い 人
ひと

こそ地域
ちいき

へ移行
いこう

するべき」を 加
くわ

え、そ

れと「地域
ちいき

移行
いこう

推 進
すいしん

のための支援
しえん

整備
せいび

・ 展 開
てんかい

及
およ

び 財 源
ざいげん

確保
かくほ

について」の

各 論
かくろん

にそれぞれ、パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の 活 用
かつよう

、知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

、 精 神
せいしん
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障 害 者
しょうがいしゃ

が 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

を 利用
りよう

で き る こ と 、 児童期
じどうき

か ら の

パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

の 活 用
かつよう

を加
くわ

えるべきである。 

・ピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

が当事 者
とうじしゃ

同士
どうし

の支援
しえん

、 助
たす

け合
あ
いであるのであれば、 相 談

そうだん
支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

とは 独 立
どくりつ

して関与
かんよ

するべき。もっと言
い
うと、福祉

ふくし
は 医 療

いりょう
専 門
せんもん

職
しょく

か

ら 完 全
かんぜん

に 独 立
どくりつ

して 行
おこな

うべき。また、 入 院 中
にゅういんちゅう

からヘルパ
へ る ぱ

ーを利用
りよう

できるよう

にするべき。 

・ 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

職 員
しょくいん

の 専 門 性
せんもんせい

については、 病 院
びょういん

の 職 員
しょくいん

についても当
あ
てはまる。

はっきりと 方 向 性
ほうこうせい

を出
だ
すべき。 

・ 訪 問
ほうもん

看護
かんご

等
とう

で 障 害 者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生 活
せいかつ

を 支
ささ

えている 実 態
じったい

もあることをどう

整理
せいり

するか。 

・精 神
せいしん

病 院
びょういん

は 医 療
いりょう

へ 全 力
ぜんりょく

を 注
そそ

ぐことが 望
のぞ

ましいが、これまでの 国
くに

の施策
しさく

で

は、 精 神
せいしん

病 院
びょういん

は福祉
ふくし

に 関
かん

与
よ
せざるを得

え
なかった。そこで、 一

ひと
つは 本 来

ほんらい
の

目 的
もくてき

・意味
い み

の 確 立
かくりつ

、二
ふた

つ目
め
は、地域

ちいき
で生 活

せいかつ
する 精 神

せいしん
障 害 者
しょうがいしゃ

に 必 要
ひつよう

な 時
とき

の 医 療
いりょう

を 提 供
ていきょう

できるように 常
つね

に 準 備
じゅんび

しておくことが 重 要
じゅうよう

。 

・ 精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 多
おお

くが地域
ちいき

で暮
く
らしながら 必 要

ひつよう
に 応

おう
じて 通 院

つういん
している。

主治医
しゅじい

の指示
し じ

で 訪 問
ほうもん

看護
かんご

もデイケア
で い け あ

も利用
りよう

できるようになっており、 医 療
いりょう

は

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

よりずっと 使
つか

い勝手
かって

がよくなっている。やはり福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の基盤
きばん

整備
せいび

が重 要
じゅうよう

。 

・「 医 療 的
いりょうてき

ケア付
け あ つ

き 住 居
じゅうきょ

」は、誤解
ごかい

を招
まね

く 表 現
ひょうげん

である。重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

については個々
こ こ

の 人
ひと

に 必 要
ひつよう

な医 療 的
いりょうてき

支援
しえん

を確保
かくほ

した 上
うえ

で、夜間
やかん

支援
しえん

体 制
たいせい

が確保
かくほ

され、世話人
せわにん

がついた 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

をするというイメージ
い め ー じ

が必 要
ひつよう

。 

・アメリカ
あ め り か

にはサポーテッドリビング
さ ぽ ー て っ ど り び ん ぐ

という 概 念
がいねん

があり、これは 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

とい

うより、自分
じぶん

の家
いえ

で暮
く
らす 人

ひと
を支援

しえん
するもの。入 所

にゅうしょ
施設
しせつ

を 運 営
うんえい

する 法 人
ほうじん

が

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

やショートステイ
し ょ ー と す て い

を 運 営
うんえい

している場合
ばあい

もみられるが、自分
じぶん

の 家
いえ

で暮
く
らす 人

ひと
を支援

しえん
するものとして定義

ていぎ
してもよいのでは。 

・誤解
ごかい

を避
さ
けるため「 医 療 的

いりょうてき
ケア付
け あ づ

き 住 居
じゅうきょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も

含
ふく

む）」の括弧
かっこ

書
か
きを 削

さく
除
じょ

してはどうか。 

・ 医 療 的
いりょうてき

ケア
け あ

の受
う
け止

と
め 方

かた
が 皆

みな
違
ちが

うので、分
わ
けて議論

ぎろん
するべき。「 医 療 的

いりょうてき

ケア付
け あ つ

き 住 居
じゅうきょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

も 含
ふく

む）」からはショートステイ
し ょ ー と す て い

は 除
のぞ

いては。 
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・地域
ちいき

移行
いこう

のため、地域
ちいき

における基盤
きばん

を整備
せいび

させることについては意見
いけん

が一致
いっち

して

いる。 重 度
じゅうど

の 人
ひと

も地域
ちいき

移行
いこう

すべき、というところから具体 的
ぐたいてき

に整備
せいび

すべき

サービス
さ ー び す

について議論
ぎろん

していくと 他
ほか

の作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

と議論
ぎろん

が 重
かさ

なってくる。 

・その言
い
い 分

ぶん
は分

わ
かる。「地域

ちいき
移行
いこう

推 進
すいしん

のための支援
しえん

整備
せいび

・ 展 開
てんかい

および 財 源
ざいげん

確保
かくほ

について」の書
か
き 方

かた
は、 両 論

りょうろん
併記
へいき

とするべき。 

・地域
ちいき

移行
いこう

の 捉
とら

え方
かた

だが、重 度
じゅうど

の人
ひと

こそ地域
ちいき

へ移行
いこう

するべきだが、中 度
ちゅうど

、軽度
けいど

の 人
ひと

についても 同 様
どうよう

に地域
ちいき

へ移行
いこう

するべき、としてはどうか。 

・「 処 遇
しょぐう

されている 存 在
そんざい

から 生 活
せいかつ

の 主 体 者
しゅたいしゃ

になる」ということが地域
ちいき

移行
いこう

の

核
かく

となる部分
ぶぶん

。障 害 者
しょうがいしゃ

一人
ひとり

ひとりを地域
ちいき

の 中
なか

に位置
い ち

づけていくこと、保護
ほ ご

主義
しゅぎ

を 改
あらた

めていくことが 重 要
じゅうよう

。 

・たたき 台
だい

の 項 目
こうもく

を 絞
しぼ

るのか、それとも委員
いいん

から意見
いけん

のあった「 重 度
じゅうど

の 人
ひと

こ

そ地域
ちいき

へ移行
いこう

するべき」を 柱
はしら

としてあげるか。 

・「精神 科
せいしんか

病 院
びょういん

からの地域
ちいき

移行
いこう

について」が事項
じこう

立
た
てされている 以 上

いじょう
、同 様

どうよう
に

重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

からの地域
ちいき

移行
いこう

も事項
じこう

をたてるべき。 

・「 重 度
じゅうど

」ではなく、地域
ちいき

で暮
く
らしたいと言

い
わない 人

ひと
、言

い
えない 人

ひと
が施設

しせつ
で 処 遇

しょぐう

されてきた 実 態
じったい

がある。こういった 人
ひと

を 生 活
せいかつ

の 主 体 者
しゅたいしゃ

としていこうという

ことが地域
ちいき

移行
いこう

だから、明記
めいき

し、具体 的
ぐたいてき

プロセス
ぷ ろ せ す

も 加
くわ

えることには意味
い み

がある。 

・ 重 度
じゅうど

の 概 念
がいねん

を誰
だれ

が決
き
めるのかという 問 題

もんだい
がある。地域

ちいき
移行
いこう

しづらい 人
ひと

では

ないか。重 度
じゅうど

の 人
ひと

「こそ」地域
ちいき

へという理念
りねん

は、そうすることで結果 的
けっかてき

に全
すべ

て

の 障 害 者
しょうがいしゃ

が可能
かのう

になるという意味
い み

で理想 的
りそうてき

で大事
だいじ

ではあるが、 強 度
きょうど

行 動
こうどう

障 害
しょうがい

等
とう

、現 実
げんじつ

に 重 度
じゅうど

の 人
ひと

を 考
かんが

えれば非 現 実 的
ひげんじつてき

であり、重 度
じゅうど

の 人
ひと

「も」

と書
か
くべきではないのか。 

・もっとも地域
ちいき

移行
いこう

しづらい 人
ひと

を地域
ちいき

移行
いこう

させようということでよいのでは。「こ

そ」と書
か
くことが 必 要

ひつよう
。「も」となると、 重 度

じゅうど
の 人

ひと
は取

と
り 残

のこ
される。 

・一人
ひとり

ひとりを 存 在
そんざい

として 大 切
たいせつ

に支援
しえん

するということと、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

が

必 要
ひつよう

、施設
しせつ

が不要
ふよう

と言
い
うことは 別

べつ
問 題
もんだい

である。これらが 一 緒
いっしょ

に議論
ぎろん

をされ

ると、声
こえ

を出
だ
せない 分

ぶん
、重 症

じゅうしょう
心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

の 人
ひと

は放置
ほうち

される。重 症
じゅうしょう

心 身
しんしん

障 害 児
しょうがいじ

の 人
ひと

の地域
ちいき

移行
いこう

プロセス
ぷ ろ せ す

の具体 的
ぐたいてき

な 展 開
てんかい

を概念 化
がいねんか

する 必 要
ひつよう

があ

る。 

・障 害 者
しょうがいしゃ

本 人
ほんにん

が「 望
のぞ

む」とか「 選
えら

ぶ」といったことからも阻害
そがい

されている 人
ひと

の
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地域
ちいき

移行
いこう

についても、 主 体 者
しゅたいしゃ

として 除 外
じょがい

されないということについて、

理念 的
りねんてき

に盛
も
り込

こ
むべきである。 

・今
いま

は、丸
まる

めた 表 現
ひょうげん

になっているが、あえて「 重 度
じゅうど

の人
ひと

は」と入
い
れる 必 要

ひつよう
が

あるだろうか。「 重 度
じゅうど

の 人
ひと

は」と入
い
れると 障 害

しょうがい
程度
ていど

が 強 調
きょうちょう

されてしまうので

は。 

・ 「地域
ちいき

移行
いこう

が 困 難
こんなん

な 人
ひと

こそ地域
ちいき

移行
いこう

するべき」と書
か
く 方

かた
が、 通

とお
りやすいの

ではないか。 

・軽
かる

いから 先
さき

に、重
おも

い 人
ひと

は 後
あと

になるというのは良
よ
くない。精 神

せいしん
病 床
びょうしょう

でいえば、

長 期
ちょうき

・ 高 齢
こうれい

の入 院
にゅういん

患 者
かんじゃ

が 最 優 先
さいゆうせん

である。 

・ 長 期
ちょうき

の 高 齢 者
こうれいしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

が 最 優 先
さいゆうせん

とまでは言
い

い切
き

れない。 長 期
ちょうき

の

高 齢 者
こうれいしゃ

の 中
なか

にも医
い

療
りょう

が 必 要
ひつよう

な 者
もの

もいる。 入 院
にゅういん

が 必 要
ひつよう

かどうかは 医 療 的
いりょうてき

判 断
はんだん

である。 

・ 「 軽
かる

い」「 重
おも

い」という 捉
とら

え 方
かた

ではなく、「どの 人
ひと

も（ 誰
だれ

でも）」地域
ちいき

で暮
く
ら

す 主 体
しゅたい

者
しゃ

という視点
してん

がないと、また地域
ちいき

移行
いこう

は 進
すす

まない。 

 

（地域
ちいき

移行
いこう

推 進
すいしん

のための支援
しえん

整備
せいび

・ 展 開
てんかい

および 財 源
ざいげん

確保
かくほ

について） 

・「家族
かぞく

介護
かいご

への依存
いぞん

を 前 提
ぜんてい

としない支援
しえん

サービスメニュ
さ ー び す め に ゅ

ーを用意
ようい

することが

不可欠
ふかけつ

」と、家族
かぞく

の不安
ふあん

が取
と
り上

あ
げられているが、ここだけ 妙

みょう
に具体 的

ぐたいてき
である。

家族
かぞく

の不安
ふあん

に 結
むす

びつけるなら、 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

等
とう

の 重 度
じゅうど

の支援
しえん

に 結
むす

びつけ

るか、 又
また

は理念 的
りねんてき

記 述
きじゅつ

にとどめるべき。 

・公 的
こうてき

保 証 人
ほしょうにん

制度
せいど

が有 効
ゆうこう

かは疑問
ぎもん

。公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

なり都道府県
とどうふけん

が 民 間
みんかん

住 宅
じゅうたく

を借
か
り上

あ
げるなりすればよい。 

・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

の 活 用
かつよう

によりネットワーク
ね っ と わ ー く

が 構 築
こうちく

されている事例
じれい

があると

いう程度
ていど

ならば、 活 用
かつよう

すべきという 形
かたち

で 報 告 書
ほうこくしょ

に書
か
くべきではない。これで

は整理
せいり

になっておらず、まとめるならまとめるだけの議論
ぎろん

が 必 要
ひつよう

。 

・自立
じりつ

支 援 協
しえんきょう

議会
ぎかい

では、当事 者
とうじしゃ

団 体
だんたい

の意見
いけん

がすっぽり抜
ぬ
けていることがある。

協
きょう

議会
ぎかい

の 行
おこな

う 連 携
れんけい

・ネットワーク
ね っ と わ ー く

により、精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

が住
す
みにくくなるの

ではないかという 恐 怖 感
きょうふかん

がある。地域
ちいき

の当事 者
とうじしゃ

グループ
ぐ る ー ぷ

が元気
げんき

になって地域
ちいき

を 支
ささ

えれば理想 的
りそうてき

である。 
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（地域
ちいき

移行
いこう

を 大 幅
おおはば

に 推 進
すいしん

するためのプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

、施策
しさく

について） 

・ 山
やま

本
もと

委員
いいん

私案
しあん

はあるが議論
ぎろん

が足
た
りていない。時限

じげん
立 法
りっぽう

、 大
おお

きなプロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

やプラン
ぷ ら ん

のようなことを議論
ぎろん

するのか。 

・（ 山
やま

本
もと

委員
いいん

私案
しあん

に） 今
いま

書
か
いてある 内 容

ないよう
だけで良

よ
いなら 改 正 法

かいせいほう
だけで 十 分

じゅうぶん
。

例
たと

えば、こういった事項
じこう

については、こういう懸念
けねん

があるということを書
か
いてい

く 必 要
ひつよう

があるのではないか。 抽 象 論
ちゅうしょうろん

ばかりでは仕方
しかた

がない。 

・これから 障 害 者
しょうがいしゃ

プラン
ぷ ら ん

を 作
つく

る 上
うえ

で、 障 害 者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援 法
しえんほう

のサービス
さ ー び す

だけを

前 提
ぜんてい

ということにはならないのだから、今
いま

個別
こべつ

のことを書
か
いておく 必 要

ひつよう
はない。

（ 概 念
がいねん

ははっきりしていないが）例示
れいじ

として、ということで入
い
れておけばよいの

ではないか。 

 

（地域
ちいき

移行
いこう

のための 目 標 値
もくひょうち

等
とう

の 設 定
せってい

について） 

・何度
なんど

も 話
はな

しているが 結 論
けつろん

がなかなか出
で
ないが、地域

ちいき
移行 率
いこうりつ

や 入 院
にゅういん

定 員
ていいん

の

目 標 値
もくひょうち

を 設
もう

けるべきか。 

・ 入 院
にゅういん

・ 入 所
にゅうしょ

が 必
かなら

ずしも権利
けんり

条 約
じょうやく

に違
い

反
はん

していないと言
い

えることから、

「 社 会 的
しゃかいてき

入 院
にゅういん

・入 所
にゅうしょ

は、権利
けんり

条
じょう

約
やく

19 条
じょう

に違
い

反
はん

する 状 態
じょうたい

であって、権利
けんり

の 問 題
もんだい

である」という 記 述
きじゅつ

は無
な
くてもよいのでは。 

・ 特 定
とくてい

の 生 活
せいかつ

様 式
ようしき

よりも、どこで 誰
だれ

と住
す
むかを 選

えら
べるということが 重 要

じゅうよう
。

それが書
か
かれれば、 当 該

とうがい
記 述
きじゅつ

は 必 要
ひつよう

ない。 

・地域
ちいき

移行 率
いこうりつ

については、数値
すうち

目 標
もくひょう

を 定
さだ

めると、軽度
けいど

の 人
ひと

を入
い
れて回 転 率

かいてんりつ
を

上
あ
げる、という 方 向

ほうこう
になるのではないかという懸念

けねん
を持

も
っている。移行

いこう
しにくい

人
ひと

を移行
いこう

させる仕組
し く

みを織
お
り込

こ
んでいかないといけない。 

・ 退 所
たいしょ

してもまた 入
はい

ってくるから 退 所
たいしょ

したらその 分
ぶん

、定 員
ていいん

を削 減
さくげん

するよう

にしないと無意味
む い み

。 

・再
ふたた

び 入
はい

るには 入
はい

るだけの理由
りゆう

がある。その理由
りゆう

を 考
かんが

えず、けしからんと締
し
め付

つ

けるだけではダメ
だ め

。 

・ニューハンプシャ
に ゅ ー は ん ぷ し ゃ

ーでは、出
だ
す 目 標

もくひょう
でなく、受

う
け 皿

ざら
の 財 源

ざいげん
を決

き
めた。減

へ
らした

施設 分
しせつぶん

の予算
よさん

を地域
ちいき

の 整
せい

備
び
に充

あ
てた。 

・地域
ちいき

資源
しげん

の整備
せいび

については、施設
しせつ

の費用
ひよう

とは別途
べっと

考
かんが

えないと受
う
け皿

ざら
ができない。

地域
ちいき

資源
しげん

が 先 行
せんこう

して整備
せいび

していくことが 必 要
ひつよう

。 
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・ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

計 画
けいかく

では数値
すうち

目 標
もくひょう

が 定
さだ

められている。単 純
たんじゅん

に 何
なん

％といかなくて

も、 何
なん

らか 

の 目 標 値
もくひょうち

が必 要
ひつよう

では。 

・数値
すうち

目 標
もくひょう

を 示
しめ

すなら「 何 人
なんにん

出
で
たか」ではなく、定 員

ていいん
を 削

さく
減
げん

していくという

考
かんが

えが 必 要
ひつよう

。 定 員
ていいん

削 減
さくげん

は意味
い み

があるが、 退 所
たいしょ

の数値
すうち

目 標
もくひょう

は 入 所 者
にゅうしょしゃ

が

回 転
かいてん

するだけで無意味
む い み

。 

・地域
ちいき

の中
なか

での支援
しえん

体 制
たいせい

が 確 立
かくりつ

されていない 中
なか

で、削 減
さくげん

目 標
もくひょう

だけ 定
さだ

めるの

は無責 任
むせきにん

である。 

・必 要
ひつよう

な施設 数
しせつすう

については別途
べっと

研 究
けんきゅう

すると聞
き
いている。目 標

もくひょう
を定

さだ
めたら、安上

やすあ

がりに粗悪
そあく

なサービス
さ ー び す

を 提
てい

供
きょう

する事
じ

業 者
ぎょうしゃ

だけが生
い
き 残

のこ
るようなことが無

な
いよ

うにしないといけない。 

・アウトリーチ
あ う と り ー ち

をやれば、３ 年
ねん

で４０ 床
しょう

減
へ
らせという 条 件

じょうけん
がついている。病 床

びょうしょう

を 削 減
さくげん

できるかどうかやってみないとわからないのに、 削 減
さくげん

ありきのような

施策
しさく

の組
く
み 方

かた
はおかしい。 

・地域
ちいき

移行
いこう

はなんらかの 旗
はた

を 掲
かか

げないと 進
すす

まない 面
めん

はある。 

・出
だ
す・入

い
れるの 話

はな
しでなく、 入 所 者

にゅうしょしゃ
と 職 員

しょくいん
が 一 緒

いっしょ
に 転 換

てんかん
していくことに

ならないのだろうか。 

・ニューハンプシャ
に ゅ ー は ん ぷ し ゃ

ーでは、そのために施設
しせつ

職 員
しょくいん

をトレーニング
と れ ー に ん ぐ

した。３ 割
わり

くら

い 給 与
きゅうよ

が下
さ
がるので 嫌

いや
がる 人

ひと
が多

おお
かったが、地域

ちいき
移行後
いこうご

に聞
き
いたら、７ 割

わり
く

らいの 人
ひと

が 転 換
てんかん

して良
よ
かったと 答

こた
えた。人

ひと
単位
たんい

で支援
しえん

のあり 方
かた

を変
か
えるため

に 教 育
きょういく

が 必 要
ひつよう

。 

・ 精 神
せいしん

病 院
びょういん

の場合
ばあい

、 病 院
びょういん

と地域
ちいき

が 一 緒
いっしょ

になって 退 院
たいいん

促 進
そくしん

をやっている。

アウトリーチ
あ う と り ー ち

となるとちょっと待
ま
てよと言

い
いたい。地域

ちいき
精 神
せいしん

医 療
いりょう

体 制
たいせい

を 作
つく

る

という 方 向
ほうこう

としてはそうだろうが、質
しつ

がどうか。当事 者
とうじしゃ

は意見
いけん

を聞
き
かれていな

い。 

・関
かか

わり 方
かた

の 問 題
もんだい

。基本 的
きほんてき

には 医 療
いりょう

にコントロール
こ ん と ろ ー る

されている。介護
かいご

や看護
かんご

職
しょく

までコントロール
こ ん と ろ ー る

するのは 問 題
もんだい

である。 

・チーム
ち ー む

医 療
いりょう

という 概 念
がいねん

が 問 題
もんだい

なのか。その 人
ひと

にとって 今
いま

何
なに

が 必 要
ひつよう

か、

専門 家
せんもんか

がバランス
ば ら ん す

よく 関
かか

わっていけばよいのでは無
な
いか。 

・チーム
ち ー む

医 療
いりょう

は他
ほか

の科
か
にもあること。地域

ちいき
で 医 療

いりょう
を受

う
けられることは 必 要

ひつよう
だが、
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誰
だれ

がコントロール
こ ん と ろ ー る

するのかということが 問 題
もんだい

。 

・ 今
いま

も、施設
しせつ

の 総 量
そうりょう

規制
きせい

をやっている。また、程度
ていど

区分
くぶん

での 入 所
にゅうしょ

の 縛
しば

りもあ

る。このあたりをどう 考
かんが

えるか。 

・法
ほう

で対 象
たいしょう

を規
き

制
せい

するのは 反 対
はんたい

。触 法
しょくほう

ケース
け ー す

に取
と
り組

く
んでいるが、程度

ていど
が軽

かる

いため受
う
け 皿

ざら
がない。入

い
り 口

ぐち
は広

ひろ
くして欲

ほ
しい。 

・程度
ていど

は 軽
かる

くても地域
ちいき

で暮
く
らしにくい 人

ひと
は 入 所

にゅうしょ
させるということでは 問 題

もんだい

解 決
かいけつ

にならない。 

・精 神
せいしん

では 心 神
しんしん

喪 失 者
そうしつしゃ

等
とう

医 療
いりょう

観 察 法
かんさつほう

の 病 棟
びょうとう

の分
ぶん

だけ増
ふ
えている。法

ほう
を

廃止
はいし

するべき。 観 察 法
かんさつほう

の予算
よさん

は青 天 井
あおてんじょう

。 

・ 一 番
いちばん

地域
ちいき

移行
いこう

が難
むずか

しい 人
ひと

を地域
ちいき

移行
いこう

から 除 外
じょがい

してよいのか、この 人
ひと

たちこ

そ地域
ちいき

へ出
だ
すべき。 法

ほう
廃止
はいし

に合意
ごうい

できるかは分
わ
からないが。 

・ 特
とく

区
く
やモデルプラン

も で る ぷ ら ん
などで予算

よさん
を確保

かくほ
し、集 中 的

しゅうちゅうてき
に地域

ちいき
移行
いこう

を進
すす

めることが

望
のぞ

ましい。ただ、具体 的
ぐたいてき

な 目 標
もくひょう

の 設 定
せってい

までは、このチーム
ち ー む

では 困 難
こんなん

。 

・ 山
やま

本
もと

委員
いいん

私案
しあん

は議論
ぎろん

していないが、具体化
ぐたいか

するという次元
じげん

でないということで

よいか。 

・地域
ちいき

の基盤
きばん

整備
せいび

や地域
ちいき

移行
いこう

の 推 進
すいしん

に特化
とっか

した 法 律
ほうりつ

を 作
つく

るべきか。 

・地域
ちいき

移行
いこう

を 推 進
すいしん

する地域
ちいき

の資源
しげん

を確保
かくほ

するための 計 画
けいかく

は 何
なに

よりも 必 要
ひつよう

。 

 

（今後
こんご

のスケジュール
す け じ ゅ ー る

について） 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

 

・ さまざまな意見
いけん

がまだまだ出
で

てくるかと 思
おも

うが、 最 終
さいしゅう

報 告
ほうこく

は 座 長
ざちょう

、

副 座 長
ふくざちょう

でまとめる。 

委員
いいん

より 

・ 議論
ぎろん

はまだ尽
つ
くせていない。後

あと
は 座 長

ざちょう
一 任
いちにん

という 点
てん

には 納
なっと

得
とく

がいかない。 

大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

 

・ 今 回
こんかい

の議論
ぎろん

を踏
ふ
まえて、メンバ

め ん ば
ー
ー

へメール
め ー る

を 送
おく

るのでもちろん意見
いけん

をいただき

たいが、その意見
いけん

の取 扱
とりあつか

いについては 一 任
いちにん

してもらいたい。 


